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研究成果の概要（和文）：本研究は、今後の医療やICTの発展に適応できる看護師の育成および看護ケアの質の
向上を目指すため、日本の看護教育機関における看護情報学に関する教育の実態を把握し、看護師および看護学
生への教育方法の基礎構築を行うことを目的とした。1段階目では、2019年に日本の看護教育機関における情報
学教育の実態調査（309校参加）、日本の看護教員のICT利用状況と情報学に関する学習意欲の調査（849名参
加）、日本の看護職者の看護情報学に関する実態調査（3,554名参加）を行った。2段階目では、1段階目の結果
を受け臨床現場の看護職者へのe-learningで看護情報学教育（4回の講義）を実施した（30名参加）。

研究成果の概要（英文）：To train Japanese nurses for adapting ICT development and advancing nursing 
care, this study aimed to grasp the current circumstance of nursing informatics in Japanese nursing 
education and to construct the basic education system for nurses and nursing students. The first 
step included three studies completed in 2019. The first study explored the current state of nursing
 informatics in 309 Japanese nursing institutions; the second study examined the current status of 
ICT usage as well as the willingness of 849 Japanese nursing faculty to teach it; and, the third and
 last study focused on the current understanding of nursing informatics among 3554 Japanese clinical
 nurses. The second step involved reviewing the results of the first step and development of a 
four-lecture nursing informatics e-learning opportunity, which was then was provided to 30 clinical 
nurses.

研究分野：母性看護学、助産学
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本のICTの利活用は、COVID-19感染拡大により、教育機関では急速に推進されたが、医療機関はCOVID-19感染
への対応に追われたためか、大きな変化はみられていない。医療機関では、ICTのみならずAIの普及による影響
は不可避であり、医療従事者で最も人数の多い看護職者がより質の高い看護を提供するためには、看護情報学の
知識・技術を獲得することは重要である。
これまで日本の看護教育や看護職者の情報学/医療情報学/看護情報学に関する基礎情報がなかったため、本研究
で現状を把握し、そして試験的な看護情報学教育を看護職者に提供できたことは、今後の看護情報学教育の基盤
づくりとして有用であると考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 目まぐるしい進歩を遂げる情報通信技術 (Information and Communication 
Technology; ICT)は、私たちの日常生活のみならず日本の教育や医療にも多大な影響を
与えており、その利活用については国の重要項目として注目されている。総務省の平成
28 年度情報通信白書によれば、2015 年末のインターネット利用者数は１億 46万人で
人口普及率は 83.0％であり、2016年の世界の国別インターネット利用者数は世界第５
位を占めている(Internet Live States, 2016)。また個人・世帯向け医療 ICTサービスに
おける経済効果（直接効果）の推計結果では 715～727億円で、医療分野における ICT
の知識や技術について学ぶ医療情報学は、医療従事者にとって益々重要となると考えら
れる。 
しかし、医療従事者は約 30種類の各医療専門領域に分かれ、その現場における役割
は「職能」に応じて異なっており、医療分野で利用する情報学を医療情報学とひとくく
りにしてよいのだろうか、との問いに至った。そこで、医療従事者のうち従事者数にお
いても、また患者と寄り添う時間的にも最も多い看護職に焦点を当て、日本の看護情報
学(Nursing Informatics;以下 NI)について検討する。 
１）看護における NIの重要性について 
①NI の知識は、日々進歩する電子カルテや遠隔医療システムの活用、適切な情報を
取捨選択し患者指導を行うにあたり今後ますます必要とされる学問の１つである。 
②看護の質の向上を目指すための看護研究においても、文献検索から執筆・投稿まで

ICTを利用して行うことが一般的になっている。 
２）現在の日本の看護教育における NIへの姿勢について 
①日本の看護師国家試験受験資格は、同じ正看護師であっても専門学校から大学まで
と教育内容の範囲は大きく異なる。 
まうだろう。 
②NI に関する看護教育の現状と欧米諸国を比較してみると、米国を筆頭にカナダ・
ニュージーランド・イギリス・オーストラリア・フィンランドにおいて情報学に関する
知識等は看護師に求められる資質の１つとして挙げられている。特に米国では 1992年
にはアメリカ看護協会(ANA)が看護  情報学を看護の専門科目として位置づけ、重要
な意思決定を援助するものであると述べている。また 2004年には情報技術の利用を通
して看護ケアや教育などを改善しようと様々な看護の専門家が集まり看護情報学の教
育についての構想を提案している。実際に米国の看護大学院では看護または医療情報学
を主要科目として位置づけている。 
 以上より、諸外国と比べても ICT の技術進歩や利用が大きい日本の看護教育におい
て NIに関する教育は限定的であり、結果として ICTを利用した新しい医療や看護のみ
ならず看護研究の推進など対応が遅れることで看護ケアの質の向上を妨げてしまう可
能性は否定できない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、今後の医療や ICT の発展に適応できる看護師の育成および看護ケアの
質の向上を目指すため、日本の看護師国家試験受験資格のある専門教育機関における看
護情報学に関する教育の実態を把握し、看護師の職能に基づいた看護師および看護学生
への教育方法の基礎構築を行うことを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 本研究は、１段階目として日本の看護教育における看護情報学の現状を把握し、２段
階目として今後の看護情報学の教育内容について検討した。 
＜１段階目＞ 
１)日本本の看護教育機関における情報学教育の実態調査 
２）日本の看護教育に携わる看護教員の ICT 利用状況と情報学に関する学習意欲の調査 
３)日本の臨床で勤務している看護職者の看護情報学に関する実態調査 
＜２段階目＞ 
日本の臨床で勤務している看護職者に e-learning による看護情報学教育を提供し、受
講後にアンケート実施 
 
４．研究成果 
 １段階目と２段階目の研究における成果は以下となる。 
＜１段階目＞ 
１）日本の看護教育機関における情報学教育の実態調査 
日本の看護師国家試験受験資格のある看護教育機関における情報学に関する教育の
実態把握を目的とした。看護教育機関 309 校の回答を分析した結果、参加した教育機関
は専門学校/高等専門学校が 241（78.0％）と最も多く、情報に関する講義は 297（96.1％）
で行われていた。情報に関する講義内容（複数回答）はパソコンの基礎知識272（91.6％）
が最も多かった。医療/看護情報学に関する教育についての学校の方針（自由記述）で



は 3カテゴリー【講義内容】【医療・看護情報学に関するカリキュラム】【医療・看護情
報学の教育に関する課題】が抽出された。ほとんどの看護教育機関で情報学教育が行わ
れていたが、今後は看護の特殊性を踏まえた医療/看護情報学教育の重要性は更に高ま
っていくと考えられた。 
 
２）日本の看護教育に携わる看護教員の ICT 利用状況と情報学に関する学習意欲の調査 
①看護教育に携わる看護教員の ICT 利用状況を把握し、その課題について検討するた
め、全国の看護専任教員を対象にインターネットアンケートを行った。有効回答数は849
人、研究参加者の平均年齢46.7歳、勤務場所は専門学校62.9%、最終学歴は大学院41.7％
だった。ICT への興味は「まあ興味がある」（54.2%）、ICT の利用程度は「まあ利用でき
る」（44.3%）が最も多く、ICT を利用する内容では電子メールが 85.0％と最も多く、診
療情報の開示が 6.7％と最も少なかった。ICT への興味と利用程度に有意な相関があり、
ICT への興味・利用状況と３つの属性間（勤務場所、最終学歴、性別）に有意差があっ
た。ICT や情報を看護教育・研究・臨床で有効に利活用するため、看護教員自らが ICT
に興味を持ち、ICT に関するコンペテンシーや情報リテラシーを獲得していく必要があ
ると考えられた。 
②本研究の目的は、看護教育機関での医療現場の ICT 化に対する学習経験や学習意欲の
調査を通じて、看護教員に対する ICT 教育の研修を設計するための指針を得ることで、
アンケート調査を行って得られた 625 件の回答を分析した。その結果、電子カルテやそ
の運用で問われる倫理・情報モラル、電子カルテに記載されている診療情報の開示とい
った内容の学習が必要だと考えられていること、および勤務先や本人の ICT の利用経験
に依存しない学習機会の提供が必要であることが示された。 
 
３）日本の臨床で勤務している看護職者の看護情報学に関する実態調査 
①日本の臨床現場で勤務している看護職者を対象にウェブアンケート調査を行った。ウ
ェブアンケートには3,554名がアクセスし、うち有効回答は3,177名（有効回答率89.4％）
だった。研究参加者の概要は、平均年齢 38.0（±20.7）歳、女性 91.5％、平均臨床経
験年数14.9（±10.5）年、最終学歴が専門学校/高校及び高校専攻科（５年一貫制）68.0％、
職位はスタッフ 74.6％、勤務している病院は公立・公的・社会保険関係法人の病院
48.8％、勤務している診療科がないか 31.3％、現在勤務している病院は電子カルテの
み使用 69.1％だった。看護師の ICT に関する現状について、ICT への興味は一般的な意
味ではまあ興味がある 45.5％、看護等の業務場面ではまあ興味がある 46.0％、ICT の
利用状況は一般的な意味ではまあ利用できる（まあ理解でしている）43.8％、看護等の
業務場面ではまあ利用できる（まあ理解でしている）44.8％だった。普段使用している
ICT 機器および個人で所有している ICT 機器で最も多いのはスマートフォン 93.6％、
97.3％、ICT を利用する場面はプライベート 94.2％、病院（勤務先）81.6％、職場での
ICT 利用は医療における情報の記録（電子カルテなど）85.0％、Word63.9％、Excel59.0％
だった。これまでに情報学や ICT に関する講義・研修を受講したことはない 62.0％、受
講したことがあると回答した場合、看護教育機関の講義は 70.8％だった。情報学/医療
情報学／看護情報学についての認識は、情報学と医療情報学は名前のみ知っているのは
54.5％、44.6％、看護情報学は知らないが 44.7％だった。情報学/医療情報学/看護情報
学について学びたい希望は、情報学/医療情報学/看護情報学すべてでどちらともいえな
い（51.5％、47.0％、43.3％）が最も多かった。 
②看護師がこれまでに情報学に関する研修等を受講した経験があるのか、また今後看護
職者としてどのような情報学的な学習希望を有しているのか実態を把握することを目
的として、アンケート調査を実施した。正/准看護師の資格を有する 3,177 名の回答を
分析した結果、正/准看護師以外の資格保持者や管理職者は研修受講経験を有し、かつ
情報学や看護情報学を今後学ぶ希望を有する傾向が高いことが示された。また、今後実
施すべき研修としては、年齢が高い者をはじめとして情報学に関する研修未受講者、な
かでも女性の抵抗感を軽減しつつ、紙カルテを使用する機関へ勤務する者をはじめとし
て実務へすぐに活用可能な内容の提供が期待されることも示された。 
 
＜２段階目＞ 
 日本の臨床現場で勤務している看護職者 35 人を対象とし、e-learning で看護情報学
教育を 4回受講し、受講後に学習状況や意欲について 5回アンケート調査を行った。全
講義・アンケートに参加したのは 30 名で、最終学歴は専門学校（40.0％）、主任・副看
護師長（40.0％）、内科（26.7％）、現在勤務している病院は電子カルテのみ使用（70.0％）
だった。4回の講義内容は、1回目（看護情報学とは、医療情報記録（電子カルテなど）、
医療倫理・情報倫理）、2回目（コンピューターリテラシー：Excel、Word、PPT、メール
など）、3回目（看護研究に役立つ ICT：データの整形、データの解析、仮説検定など）、
4回目(看護職者が関わる DX：遠隔医療、医療における AI、教育・研究など)で、講義前
の講義内容への興味が最もあったのは 3回目、受講後に講義内容が最も理解できたのは
2回目、受講後に講義内容が臨床現場で最も参考になった 2回目だった。講義方法につ



いて、講義の回数は適切だった（80.0％）、講義時間はちょうどよかった（1回目 70.0%、
2 回目 56.7%、3 回目 53.3%、4 回目 80.0%）、e-learning は受講しやすかった 86.7％、
対面講義と e-learning ならば、どちらかといえば e-learning の受講を希望するのは
33.3％だった。今後の看護情報学教育について、参加したい/どちらかといえば参加し
たいが 100％で、講義が有料でも参加したい 36.7％・どちらともいえない 43.3％だっ
た。本研究参加者は、今回の e-learning 看護情報学の講義内容について受講前から興
味があり、講義内容の理解程度も高く、臨床現場でも参考になるとし、また講義方法（e-
learning、講義回数、講義時間）についても肯定的で、今後の看護情報学に関する学習
意欲も高かった。よって、試験的に実施した e-learning 看護情報学の講義は概ね好意
的な回答であったため、今後はより多くの看護職者に看護情報学の知識を提供する方策
について検討していく必要がある。 
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